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●1	 はじめに

ITS世界会議（World Congress on Intelligent 

Transport Systems）は、世界3地域を代表するITS団

体（欧州：ERTICO、アメリカ：ITS America、アジア太

平洋：ITS Japan）が連携して、毎年共同で開催する会議

である。第30回目の今年度会議は、アラブ首長国連邦の

ドバイにて、2024年9月16日～9月20日の日程で開催さ

れた1）。

ドバイは、中東地域を代表する国際都市で、超高層ビ

ル群の街並みや人工島、世界最大級のショッピングモール

などで有名な観光地域である。近年では、都市の急速な

発展とともに交通状況も変化しており、スマート交通シス

テムの導入にも積極的な地域である。本稿では、そのよう

な地域で開催された第30回会議の概要を報告する。

●2	 第30回ITS世界会議の概要

第30回ITS世界会議は、Dubai World Trade Center

（写真－1）で開催され、78ヶ国から約14,700人が参加

した。会議テーマは「Mobility Driven by ITS」である。

なお本会議は、対面での開催となっており、人と人のコ

ミュニケーションを重要視しているように感じた。そのた

め会場の雰囲気も、多くの参加者でにぎわっており、終

始、会場内のいたるところで活発な議論がされていた。

（1）展示会場の雰囲気

展示発表（写真－2）には、約175の企業・団体が出展

し、各国の行政機関、ITS関連施策の国際団体、自動車

メーカー、電気機器メーカー、情報関連企業等による自ら

の技術等の展示が行われていた。

具体的な展示内容として、自動運転などの新たなモビリ

ティに関する車両展示、機器に搭載されている精密部品

の展示、さらに、MaaSをはじめとした交通サービスの紹

介があり、普段では見かけることができない展示を数多く

見かけた。

展示発表に参加した印象として、展示の顔ぶれが自動

車産業などのハード機器の展示だけでなく、ソフト機器や

IT技術の展示も同程度に出展されており、ソフト産業やIT

企業による近年の目覚ましい技術開発が背景にあるので

はと思われた。また、開催地域のドバイの研究者や技術者

と思われる方は積極的に参加している姿が見られITSに

対する熱意が感じられた。

（2）セッション会場の雰囲気

本会議のセッションではまず、今後のITS施策の動向

や展望などについて登壇者が意見を言い合うプレナリー

セッションがメインホールで行われ、その後、会場内のそ

写真－1　第30回 ITS世界会議の会場

写真－2　展示会場の様子
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れぞれのホールでセッションごとに発表が行われた。特

に、印象に残ったセッションとして、AIとITS技術に関す

るセッションや、ドローン（無人飛行）とITS技術に関する

セッションでは、多くの聴講者が熱心に聞いていた。各国

の研究者や実務家が先進的な技術紹介を行っており、本

会議のレベルの高さを感じた。また、いずれの発表でも、

十分な付加価値を出すための課題やビジネス展開などに

ついて議論されていたことが印象に残り、我が国でも導入

できる可能性を感じた。

●3	 現地視察

ここではドバイの現地の交通事情などを現地踏査した

結果を報告する。ドバイの道路空間について受けた印象と

して、我が国よりも路面が綺麗に舗装されており、車線数

も十分に確保されているように感じた（写真－3）。特徴と

して、幹線道路と鉄道が並行して位置しており、車だけで

なく、鉄道でも都市間移動が可能であることから利便性

が非常に高いことを感じた。また、交通量が多い箇所を含

めて至る箇所にラウンドアバウトの設置がされており、地

元のドライバーはアイコンタクトを取りながら運転してい

る印象を受けた。

鉄道駅の構内（写真－4）は綺麗で、先進的なデザイン

をしていた。地元の住人や観光客が利用しており、特に通

勤時間帯においては、日本の鉄道以上に混雑している印

象を受けた。駅の周辺にはシェアバイクのポートが設置さ

れ、利用することができ、車が無くても円滑な移動ができ

る印象を受けた。

主要となる駅にはシェアバイクの他にバスターミナル

（写真－5）が設置されており、交通結節点としての機能

が働いていることが確認された。バスの待合所には売店

等も設置されており、地元の住人や観光客といった多くの

人でにぎわっている印象を受けた。

以上、ドバイの交通事情を調査した結果、自動車社会

の印象が強かったドバイにおいて、自転車や鉄道利用者

の利便性を向上した取り組みや整備が数多くされており、

ITS技術の発展度合いの高さを感じた。

●4	 おわりに

次回の第31回会議は、アメリカ合衆国ジョージア

州アトランタにおいて2025年8月24日～28日の日

程で開催される。会議テーマは「Deploying Today, 

Empowering Tomorrow」と設定されており、引き続き

ITS技術の動向を注視していくことが重要である。
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写真－3　ドバイの道路空間の様子

写真－4　鉄道駅構内の様子

写真－5　バスターミナルの様子
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